07/12/15に行われた口頭試験の報告です。

社内への報告用に作成したものをほぼそのまま投稿します。

選択科目＝鋼構造およびコンクリート（専門とする事項＝コンクリート材料）

広尾　NTTセミナーハウスにて実施

時間　11:15-12:00（口頭試験４２分）

１階で受付後、控え室で待機し１５分前に試験室前に移動

試験官から呼ばれて入室する。

試験官は２名（メインとサブの関係か？質問は殆どがメインの試験官からされた。）

技術士制度＋倫理関係１０分

・技術士制度についてお聞きします。技術士等の義務に違反した場合にどのような制裁が科せられるかご存じですか。

（守秘義務について回答）

・他にはありませんか、登録を取り消された場合に再度登録するまでの期間は？

（ちゃんと憶えていなかったのだが２年と回答。）

・近年、技術者の倫理が強調されるようになったのは何故か？

（姉歯事件のような本来高い倫理感をもつべき技術者の不正が問題となったため）

・業務を行う上で技術者倫理を守るためどのような事を意識して当たっているか？

（公益の確保を念頭に置いている）

業務経歴について３分＋２業務について説明５分

関連した質問で残りの時間２５分程度

・業務経歴の特徴について２，３分で簡単に説明してください。

（入社以来施工担当しｺﾝｸﾘｰﾄ構造を主体としている。現在は管理部門に所属）

・現在行っている業務の特徴について説明してください。

（施工支援、教育、技術部門を担当）

・体験論文の２業務について概要と技術士としてふさわしいポイントを５分ぐらいで説明してください。

（砂防ダムの養生、ﾎﾞｯｸｽのひび割れ対策）

・２業務についての役割と立場はどのようなものでしたか。

（支店施工支援、監理技術者）

・では、具体的に技術的な質問をします。

・砂防ダムの給熱養生と保温施設計画とは具体的にどのようなことをしましたか。

（給熱量算定、ひび割れ対策）

・給熱機器は何を使いましたか。

（ジェットヒーターではなく温風を風管で供給するタイプ）

・この砂防ダムのコンクリートはマスコンになるのですか。

（１打設は100m3程度だが温度解析でひび割れ対策が必要とされたのでそのように扱った）

・具体的に対策をとられましたか。

（ひび割れ防止対策について表面養生を説明）

・温度応力解析をおこなったのですか。

（実施した。最近はコンクリート工事では解析するのが当たり前とされている。）

・解析は何を使っていますか。

（自社開発のアステアマックス同等品を使用している。）

・ＪCIから出しているものは使っていないのですか。

（自社開発品を使っているため使っていません。）

・ワンリフトの高さはいくつでしたか。

（１ｍです。前年打設部分とのとりつけは0.5mでした。）

・２業務目の事例でひび割れ誘発目地を使っていますが、この構造物は水密性が要求されていると思うのですが誘発目地と水密性のかねあいはどのようにされましたか。対策はどのようなことをしましたか。

（目地部材に水膨潤ゴムをコーティングしたものを使用）

・誘発目地を使って思ったところに入らずに隣に入るようなことがありますが、それについてどのような考えがありますか。

（配置の施工上の注意、鉄筋に合わせて切り込みを入れるなどが必要ではないか）

・鉄筋については特別な考慮をしましたか。

（配力筋が０．１％程度とすくないため、目地部分で鉄筋を切るようなことはしていない。）

・断面が大きいですが何で決まっているのですか。

（耐震性能と、土水圧によると思われる。）

・側壁のひび割れ指数が最小になっているがその理由は。

（高炉BBを使用していたため温度上昇が７０度程度あったため、ベースからの外部拘束によると考えられる。）

・打設後２００日たってからクラックが入った理由は。

（底版打設から１３０日で側壁を打設している。乾燥収縮を含めて天井部にクラックが入ったのがおおよそ２００日後である。）

・目地は側壁だけに設けたのですか？

（側壁の上床ハンチ下で止めていたが、そこを起点に上部にも入った）

・温度応力に対しては良かったがその後の乾燥に対しては効かなかったと言うことか。

（そのように考えている）

・２回目の打設（下ハンチ）が少ないように感じるが、どうですか。

（掘削だけの施工性で切り梁を決めたためこのようになった。ハンチ下床を同時に打設するように考えるべきかもしれないと考えている。）

・従来の性能を越えるコンクリートについて設計、施工上の留意点についてお答え下さい。

（水中不分離、高流動コンクリートについて施工上の注意を話した。）

・超高強度コンクリート・ダクタルについてどのような見識をもっていますか。

（高強度である、羽田では下部構造をスリム化するために自重の軽いUFC を採用した。コストが高い、収縮量が大きいと認識している）

・羽田では耐久性の面も強調されていますね。

（その通りです。飛沫帯であるため他にも様々な防食対策を実施しています。）

その他２分

・最後に、コンクリートの材料および構造的な短所を改善するとしたら、何をどのようにしたら良いか、その効果はどうかについて、技術的に考えられることをお答え下さい。

（重たいこと、伸び性能が低いことが欠点と認識しているので、高強度を実現し、高い伸び能力を得ることが必要と考えている。）

・以上で終わります。

ここまでで、時間はほぼ予定時間（45分）めいっぱいでした。

３義務２責務に関係するストレートな質問はありませんでしたが、倫理関係の質問への回答でふれているためだと想像しています。

結果は絶対大丈夫とは思えませんが、５分５分でしょうか。

あるいは、特殊コンクリートの知識があやふやな点が減点かもしれません。

以上が報告です。結果は幸い合格でしたが、結果の数字を見るとぎりぎりだったかもしれません。
